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国
民
宿
舎
三
朝
温
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
条
例

国
民
宿
舎
三
朝
温
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
(
昭
和
三
十
八
年
三
朝
町
条
例
竺
十
三
号
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の
l
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
二
条
第
毒
中
｢
五
千
円
以
内
｣
を
｢
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千
四
雪
芋
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以
内
｣
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改
め
る
｡

附

則

こ
の
条
例
は
,
平
竺
年
七
月
盲
か
ら
-
す
る
｡
た
だ
し
,
平
成
二
年
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月
三
十
日
の
宿
泊
者
に
つ
い
て
は
'

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡


